
・種子島のサトウキビ栽培では，近年生産者の急速な減少により，労働力不足が深刻化
・従来の主力栽培品種「NiF8」の株出し栽培では，根切り排土を行った後にマルチの被覆を行うことが基準
・萌芽性が優れ，株出し栽培でマルチが不要な「はるのおうぎ」が急速に普及拡大中
・「はるのおうぎ」に適する新たな株出し管理法が必要
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サトウキビ茎数型品種「はるのおうぎ」は，根切り排土の省略や培土回数の削減が可能

熊毛地域におけるサトウキビ「はるのおうぎ」の株出し管理の省力体系

成果の内容

背景・目的

○「はるのおうぎ」の株出し栽培管理
・根切り排土を行わなくても，収量や品質は同程度
・培土を２回から１回に削減しても，収量や品質は同程度
・収穫後に根切り排土を省略し，株揃え，基肥散布と中耕等を行い，
最終培土時期に追肥と最終培土を行う省力的体系で栽培可能

期待される効果

(R07)

＜本情報の栽培条件等＞
・供試品種 はるのおうぎ

・株出し管理（２月下旬），収穫（12月中～下旬）

・栽植方法：畝幅120cm，140cm 株間30cm
・施肥窒素量：基肥（9kg/10a），追肥（9kg/10a）

・普及拡大中の「はるのおうぎ」
・株出し管理作業の省力化

サトウキビ生産量の維持・拡大

〇普及対象・範囲
熊毛地域のサトウキビ生産者

（公募事業名）
持続的なサトウキビ生産を可能とする連続株出し
多収品種と次世代型機械化一貫栽培技術の開発
（イノベーション創出強化研究推進事業）

NiF8 収穫 → 株揃え 根切り排土 基肥 マルチ被覆 → 追肥 １回目培土 → 最終培土

はるのおうぎ 収穫 → 株揃え 基肥 ロータリー耕等 → → 追肥 最終培土

図３　「NiF8」と「はるのおうぎ」の株出し栽培の管理方法の違い

株出し管理（収穫直後～１ヵ月以内） 4月下旬～5月上旬 5月中下旬～6月上旬


